
久絵（ひさえ）のうちはおすし屋さんです。
ある日お母さんが入院してしまい、おすし屋さんも
しばらくの間お休みしなくてはいけなくなりました。
そんな時、女性（じょせい）のすし職人（しょくにん）さんが
お店を手伝いに来てくれるようになり、晴さんがどんな
風に仕事をするのか、久絵はきょうみがわいてきました。
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絵本

「ぞうのたまごのたまごやき」
王子さまが生まれたお祝いに、王さまは国中に大好きな
たまごやきをごちそうしようといいます。
しかし、にわとりのたまごではとても足りません。
そこで、ぞうのたまごで作れば大きいたまごやきができる
と王さまは考え、大臣や家来たちがぞうのたまごをさがし
に出かけます。
『おしゃべりなたまごやき』の姉妹へんです。

図書

「晴
せい

さんのにぎりずし」

りりかさんは、こわれたぬいぐるみをちりょうする
「りりかぬいぐるみ診療所」の院長です。
どんなにぼろぼろなぬいぐるみでも、まるで生まれ
変わったようになると、たいへんひょうばんでした。
しかし、きれいに直すだけでなく、だれも知らない
ひみつがありました。
かわいらしいモチーフであふれる、あたたかで
やさしい４つの物語。
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「戦争
せんそう

をやめた人たち」
「家に帰りたい」 「サッカーがしたい」、そんな話をして
いたイギリス軍の元に、敵（てき）であるドイツ軍のほう
からクリスマス・キャロルの歌声が聞こえてきました。
その日は１２月２４日のクリスマス・イブでした。
第一次世界大戦中に、戦場で本当にあったきせきの
ようなお話です。
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「大人も知らない?ふしぎ現象事典
げんしょうじてん

」
身の回りで起こる不思議な現象には名前があります。
「会いたいなと思っていた人に、バッタリ会えた」
「見ちゃダメと言われると、よけいに見たくなる」
「テスト前に部屋のそうじをしたくなる」
だれもが体験したことのある現象をイラストとコラムで
しょうかいしています。
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「スワン」
９才のときに初めてバレエを見たアンナは、すっかり
むちゅうになってしまい、家ではいつもユラユラクルクル
と、おどり続けていました。そしてとうとうバレエ学校に
合格（ごうかく）することができたのです！
世界中の人たちに感動をあたえたバレエダンサー
アンナ・パブロワの半生を、うつくしくえがいています。
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「りりかさんのぬいぐるみ診療所
しんりょうじょ

」

魚はとてもおいしく、体にもいい食ざいです。
しかし、きれいに食べるのは大変で、めんどうと感じてい
る人もたくさんいます。
この本では、どういう順番で身を取ると上手に食べれる
か、コツやマナーをイラストでしょうかいしています。
料理前の魚の写真やどんな魚なのか、魚まめちしきなど
もあります。
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「ユキエとくま」
自然と共にくらしてきたアイヌの人々の歌物語を残したく
ても、アイヌには文字がありません。
そこで知里幸恵(ちりゆきえ)は、まずローマ字で書き、
それを日本語に置きかえて文字として書きとめました。
世界で広く読まれている「アイヌ神謡集(しんようしゅう)」が
生まれるまでを、イタリアの作家がえがいた、知里幸恵と
動物たちの不思議な物語絵本です。
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「オンボロやしきの人形たち」
ある日、子ども部屋にピカピカで新しい人形の家がきて
オンボロやしきは、すみっこのほうへおしこまれました。
中に住む６人の人形一家も、見た目はボロボロですし
けっして上品とは言えませんでしたが、いつも陽気に
歌ったりピアノをひいたり、とびきり大わらいしたり、
どんな時でも明るく楽しくくらしていたのです。
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「せかいの「ありがとう」  」
どんなとき、「ありがとう」って言いたくなる？
「ありがとう」って言われたらどんな気持ちになる？
あいさつから始まる、ドイツ、フィリピン、ハンガリー、
中国、ブラジル、モーリタニアの子どもたちのくらしと
お祭りなどの文化をカラフルな絵でえがきながら、
いろんな国の言葉の「ありがとう」を教えてくれます。
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「おいしく!きれいに!魚の食べかたずかん」


